




要約:喫煙の育児環境と新生児・乳児への影響を調べる目的で母親の喫煙の頻度と受動喫

煙の有無を血中の一酸化炭素ヘモグロビン濃度を測定することで評価、モニター出来るか

否かを検討した。その結果母親の喫煙の頻度は約 5%であり一般女性のそれに比して低か

った。又、受動喫煙の可能性は示唆されたが有意差には至らなかった。一酸化炭素ヘモグ

ロビン濃度単独では十分に評価出来ず今後さらに検討を要す。


